
新型コロナウイルス感染が急激に拡大しようとする4月1日に

当院に就任し早7ヶ月が過ぎ去りました。感染症指定病院として

院内発生を起こさないことに最大限の注意を払い、高田病院事業

管理者の指導の下、病院感染対策メンバーを中心に診療体制を

構築してきました。第1波、第2波を経て、様々のGo toや気温

低下により、石川県におきましても第3波が危惧されるこの頃

ですが、明確な治療法やワクチンもまだ確立されていないWithコロナの中で、救急医療や急性期

医療に支障をきたすことなく地域医療への貢献に努めていきたいと考えています。

一方、他診療施設と同様に、当院におきましても患者の受診抑制により4月、5月と外来・入院

患者数は著しく減少しました。6月より入院患者を中心に回復傾向が見られるようになりましたが、

外来患者数は減少したままです。しかし4月から内科及び外科医師の増員があり、特に脳神経外科

及び消化器外科の手術件数、心臓カテーテル検査、胆道系を中心とした内視鏡検査・治療件数は

前年を越えてきています。救急診察室も増室し、救急患者を積極的に受け入れるよう心掛けて

います。さらに診療の範囲を広げていけるよう努力していきたいと思います。様々な自粛、

制限も続いており、住民の皆様同様に職員のストレスも溜まる一方ではありますが、地域の

医療機関や介護関係施設と連携を取りながら地域医療の支えにならなければと職員一同

使命感を持って日々の診療を行っています。今後とも皆様方のさらなるご指導とご支援を

お願い申し上げます。

なお、今般の新型コロナウイルス感染症の動向を鑑みて登録医総会の開催を中止させて

いただくことにいたしました。登録医の先生方にはご高配賜りますようお願い申し上げます。

 

金沢市立 

病院長 松下 栄紀

《 Withコロナにおける診療連携に向けて 》
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《 コロナ禍における

Web会議システムを利用した入退院連携 》
地域連携室長 高桑 浩

（かなざわ在宅ICTネット 副代表）

2020年1月に中国から始まった新型コロナウイルス感染症の拡大で、

これまでの医療が大きく変わりました。当院でも、４月から外来受診

患者数が大きく減少しました。また、入院患者さんの家族の面会制限が

始まり、4月は退院先の受け入れが困難となり、平均在院日数が大幅に

延長しました。家族の来院は外来までとなり、家族への病状説明や

退院後の意向確認が遅れがちとなり、退院前カンファレンス開催の人数や場所の制限を受けました。

2020年度の診療報酬改訂にて、退院前カンファレンスにおいて、多職種での退院時共同指導では

ビデオ通話が可能な機器を用いて指導した場合も認められたことより、当院ではWeb会議システム

を利用して入退院支援ができないかを検討してきました。3密を避け、感染拡大防止のためにも

有用であると考えます。10月までに、Webを利用した退院前カンファレンスを2例実施しました。

そこで、Webカンファレンス使用にあたっての当院の問題点が明らかになりました。今後当院での

デジタル化への対応として、病棟へのWi-Fi環境の整備、当院主催のWeb会議のためのzoom契約、

パソコンやWebカメラの整備などを行う予定です。

他の施設での対応状況を確認するため、Web会議システムを用いたカンファレンスなどへの参加

にかかる調査を実施しました。本年8月17日〜31日に、当院登録医、回復期病院、療養型病院、

訪問看護ステーション、高齢者施設等へアンケートを郵送し、143件（57％）の回答をいただき

ました。

◆過去にWebでの会議やカンファレンス等に

参加したことがあるか

◆今後、Webでの会議やカンファレンス等への

参加を考えているか
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Webでの会議、カンファレンスなどに参加したことのある施設は46％、今後の参加を考え

ている施設は76％でした。使用機器は、パソコンが71％、スマートフォン･タブレットが

21％でした。使用機能は、Web会議が69％、テレビ電話が16％でした。アプリはzoomが

88％でした。今後準備を整えて、Web会議へ参加する施設が増加することが期待されます。

これまで退院前カンファレンスでは、多職種にFaxを利用した情報共有が行われていました。

個人情報保護の面からは、セキュリティ対策が必要です。今後はカンファレンス前までに、

ID-Linkに診療情報、看護サマリー、介護情報を掲載し、事前に確認を行うとともに、当日は

密にならない最小の人数の来院とWebでの会議参加がこれからの新しいスタイルになると

考えられ、メールアドレスの登録など準備を進めていく必要があります。コロナ禍において

は、新しい生活様式に対応するため、医療介護連携にも

デジタル化への対応が必要です。ID-Linkの利活用も

その1つであり、さらなる普及を図ることが求められて

います。

この内容は、本年10月19日にWeb会議で行われました

“かなざわ在宅ICTネット事例検討会”にて発表させて

いただきました。アンケートにご協力いただき、

ありがとうございました。

◆使用機器の種類 ◆使用機能

◆使用アプリ
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金沢市立病院地域連携室

〒921-8105 金沢市平和町３丁目７番３号

TEL:245-2626（直通） FAX:245-2693（直通）

http://kanazawa-municipal-hosp.com/

《 ハートネットホスピタル・ID-Linkに

診療録の開示を開始しました 》

本年９月より、ハートネットホスピタル・ID-Link（いしかわ診療情報共有ネットワーク）

への診療録開示を開始しました。これまでの、処方、注射、検査、画像などに加え、詳細な

診療情報を閲覧いただくことが可能となりました。

当院では、かかりつけ医から紹介いただき入院となった患者さんについては、可能な限り

患者さんご本人やご家族からID-Linkの同意を得て共有処理を行っております。かかりつけ医

に当院の入院加療状況を把握していただくことで、退院後の切れ目のない医療の提供、一層の

病診連携が図れるものと考えております。

共有処理のご希望、その他ご不明な点がございましたら、お気軽に地域連携室までお問合せ

ください。

こちらから診療録を

閲覧いただけます
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